
～入所者の健康観察～ 
 目 的 : 施設内での感染症の早期発見 

 ＜利用開始＞過去にかかった感染症や既往歴につ
いて確認し、記録を保管しておく。 （健康調査票） 

＜毎日＞担当者は、症状の有無、排泄の状況、食事
の摂取状況等について観察を行い、医療機関へ受診
した場合は、診断結果や治療内容も確認しておく。
（ 健康調査の日報） 

看護職や医務担当者等に情報を集約し全体の状態を
把握できるようにする。 



～職員の健康管理～ 
 目 的 : 施設内での感染症の早期発見 

①職員の就職時の健康診断や定期健康診断の実施については、職員
に周知し受診を働きかけ、結果は記録してください。 

②朝礼や申し送りの時に健康状態の確認を行い、本人が体調について
自己申告しやすい環境を作ってください。 

③体調不良時には、早めに医療機関に受診し、おう吐、下痢などの胃腸
炎症状がある場合は休みをとるなど、利用者や他の職員に感染させな
いよう、必要な措置をとることが必要です。 

④職員が体調不良で休んだ場合は、発症時期とその時の症状、現在の
症状を確認してください。 

病原体の運び屋にならない 



～手洗い～ 
 目 的 : 手指を介した二次感染の予防 

用便後、排泄物の処理のあと、調理や食事の前には必ず
手洗いを行います。 

食事の前、用便後には石けんと流水で丁寧に手を洗う。 

手洗い後の手拭用タオルは共用せず、ペーパータオ
ル等を使うか、個人用タオルを利用する。 

水道の蛇口は洗う前の手で触れているので、手と一緒に
洗うかペーパータオルを利用して蛇口を締める。 

＜手洗いの基本＞ 



 ～施設や身の回りの物の清潔・消毒～ 

 

 きれいな布で水拭きすることで清潔を保ちましょう。 

日常の清掃 

蛇口，ドアノブ，手すり，トイレ等多数の人が触れる箇所 

消毒 ０．０２％次亜塩素酸ナトリウムに浸し
た布などで拭く。 

１０分後に水拭きをする。 

消 毒 


